
１１月２９日 全校朝会（ミート） 

海のものと山のもの 

 

鉄棒の近くのカリンの木に、固くて黄色い実がたくさんなりました。校舎の前のトウカエデの

木の葉が上の方からどんどん赤くなっています。５年生がセカンドスクールで行った、長野県飯

山市では雪が降り、みんなで遊んだとん平のゲレンデも今は真っ白です。１日１日季節が進んで

いますね。２学期もあと少しです。寒さに向かいますが、風邪などひかないように気を付けて過

ごしましょう。 

  

さて、みなさんは窓ぎわのトットちゃんという本を読んだことがありますか。トットちゃんと

は黒柳徹子さんのことで、トットちゃんの小学生の頃を描いたお話です。その中に「海のものと

山のもの」というお話があります。 

 トットちゃんが通っていたトモエ学園では、お昼になると机を丸く並べて、みんなでお弁当を

食べるのです。お弁当には「海のものと山のものを入れる」というルールがあって、毎日、校長

先生が、「どれどれ・・・・」と言ってお弁当をチェックしながら、海のものと山のものを教えて

くれるので、みんなは、自分のお弁当を見せるのをとても楽しみにしていて、トットちゃんは、

お弁当の時間が大好きだったというお話です。 

 

私達が食べている物は、海のものか山のものです。何からできているのかなあと考えながら食

べるのも楽しいものです。では、次のものは海のもの山のものどちらでしょうか。心の中で言っ

てみましょう。 

 

  ちりめんじゃこは、海のものですか、山のものですか。 

青のりはどうでしょう。 

かつお節はどうですか。 どれも海でとれるので海のものですね。 

 

では、タマネギはどうですか。 

レンコンはどうでしょう。 どれも畑や土の中からとれるので山のものです。 

 

 今、言った食べ物は、今日の給食に出る食べ物です。探してみてください。 

 

 分かりやすいものばかりでしたが。中にはわかりにくいものもありますよ。たとえば、おでん

の中に入っているコンニャク、ちくわ、さつま揚げ、はどうですか。コンニャクは、コンニャク

芋からできているので山のもの。ちくわとさつま揚げは、魚のすりみでできているので、海のも

のです。 

私たちの毎日の食事は、海にも山にも支えられているのです。いろいろな食べ物から、栄養を 

いただいていることを考えながら、食べ物や、それを作ってくださる方々に感謝して食べたいで 

すね。 

 

今日は、海のものと山のものというお話でした。 


